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「市民会議」の代表選出方法の再検討の提案について
提案：第8回全体会で承認された「鎌倉市自治基本条例策定市民会議」の代表の選出方法と選出時期の変更

１．前回の提案
　　7月28日の全体会において「市民会議」の代表、副代表の選出方法について承認を受け、9月21日の全体会で選出することになっていた。その方法は、鎌倉市内5地区別に地区代表を地区の会員で選出し、選出された地区代表の互選で「市民会議」の代表を選び、それ以外の地区代表を副代表とするものであった。　
２．再提案の理由
　　その後、「市民会議」の運営体制の整備や役割分担についての検討が進むに連れ、上記の代表選出方法では、名実ともに「市民会議」の活動の組織上の中枢として期待される代表者の選出方法として適切であるか否かの疑念が高まってきた。そこで、以下の再提案理由に基づき、選出時期を繰り延べるとともに、代表選出方法の見直しを提案する。
　　・当初、市民の代表ということで、「地域の代表性」を取り入れることが代表選出の有力な理由付けになると考え、選出方法を提案した。しかしながら、現在の「市民会議」活動は、地域的な視点よりも鎌倉市全体を対象にする視点から課題が検討されており、「地域性」に論拠を置かなければならないケースは殆どない。

・「市民会議」会則の第5条（役員）は、代表・副代表について代表性と補佐代行性を規定するに過ぎない。しかし、運営体制の具体的な内容の検討が進むにつれて、代表・副代表に期待される役割と資質は、単に「市民会議」の象徴的存在に止まるものではなく、基本条例策定に関する相当の知識と認識を持ち、対外的な交渉力と説明力を備え、対内的リーダーシップを発揮し得る存在であるべきことが明らかになってきた。
　　・「市民会議」の活動に必要な組織としての各種の委員会、部会等の位置づけ、ならびに「市民会議」の代表はじめ各種の役員相互の連携を考えたとき、代表選出の基盤を地域に置くより、代表に求められる役割や資質、あるいは活動上の組織間の円滑な連携に選出の理由を置く方が、選出の拠りどころとしてより適切である。
　　・また、7月28日開催の第8回全体会に代表選出を付議し承認された際に、「全体会で5地区に分けて代表を選ぶことと班の関係が分りづらい」との指摘が議事概要に残されており、上記の理由に加えて、これらの意見も再考の材料としたい。
云うまでもなく、ひとたび全体会で会員の承認を得た事項を改めて変更することについては、運営委員会の担当部署として深く反省している。しかし、「市民会議」の今後の活動の更なる円滑化のために、代表選出に関して再考する提案を何とぞご了解頂きたい。
